


































































































































































































































たちまち もと ごと な
『三寶繪』で「願はくは，我が身をして忽に本の如く成らしめよ」の直ぐ後に
そそ にはか きず い
続くのは，「帝釋また天の藥を灑ぎて，身の肉俄に満ず，身の疵みな癒えぬ，


































ちか い み す
ち誓ひて云はく」と訳している（王すなはち誓ひて云はく，「今，我が身を捨
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１４）鳩摩羅什，op. cit., p.８８，a.３―５：時世無佛 釋提桓因命盡欲墮 自念言 何處有佛
一切智人 處處問難不能斷疑 知盡非佛 !還天上愁憂而坐
１５）康僧會（譯），『六度集經』，『大正新脩大藏經』３，p.１，b.１３―１８：天帝釋覩王慈
惠徳被十方 天神鬼龍僉然而曰 天帝尊位初無常人 戒具行高慈惠福隆 命盡神遷則爲





























































































２６）鳩摩羅什，op. cit., p.８８，c.８―１０：即時大地爲六種振動 大海波揚枯樹生華 天降
香雨及散名華 天女歌讃必得成佛






２８）loc. cit., c.１６―１７：釋提桓因言 不須我也
２９）loc. cit., c.１８―２０：帝釋語人王言 汝割肉辛苦心不惱没耶 王言 我心歡喜不惱不没
帝釋言 誰當信汝心不没者
３０）loc. cit., c.２０―２３。
３１）康僧會，op. cit., p.１，c.１９―２０：天帝驚曰 愚謂大王欲奪吾位 故相擾耳 將何勅誨
３２）loc. cit., c.２０―２３：王曰 使吾身瘡愈復如舊 令吾志尚布施濟衆行高踰今 天帝!使天
醫神藥傳身 瘡愈色力踰前 身瘡斯須豁然都愈















































































は「此大菩薩必當作佛 我曹應當盡心供養 願令早成佛道 當念我等」（p.８８，c.２４―２５）
と言っている。そして，これはインドラの気持ちでもある。





















































まさ これ こころ わが み まさ
「當に往きて之を試むべし」という文を「當往テ試之ムベシ」と表記し，「我身當に
すなは へいふく もと ごとく
!ち平復して故の如なるべし」という文を「我身當!平復如故ナルベシ」と表記し



























７６）鳩摩羅什，op. cit., p.８８，a.２―９：大精進有慈悲心 視一切衆生如母愛子 時世無
佛釋提桓因命盡欲墮 自念言 何處有佛一切智人 處處問難不能斷疑 知盡非佛 !還天
上愁憂而坐 巧變化師毘首羯磨天 問曰 天主何以愁憂 答曰 我求一切智人不可得 以
是故愁憂 毘首羯磨言 有大菩薩 布施持戒禪定智慧具足 不久當作佛

















































































































































































































































































































































































１２０）鳩摩羅什，op. cit., p.８７，c.２３―２７：從!婆尸佛至迦葉佛 於其中間九十一大劫 種













































１３６）鳩摩羅什，op. cit., p.８８，b.２８―２８：爾時菩薩肉盡筋斷不能自制 欲上而堕 康僧會，
op. cit., p.１，c.７―１０：身肉都盡未與重等 身瘡之痛其爲無量 王以慈忍心願鴿活 又
命近臣曰 爾疾殺我秤髓令與鴿重等
１３７）玄朗，池上（校注），op. cit., 下，pp.５，１４。
１３８）人間と動物を草木から厳しく区別する仏教の体系は，草木にも心があると信じる
日本人にとって，慣れ親しむことはできなかった。仏教の世界観で人間と動物は心
があり，「有情」と呼ばれる。「轉生」（心が別の身体に移ること）が起こるのは心が
あるものだけである。ところが，日本には「草木成佛」という言葉があって．みん
ながこれを信じている。日本の草木には心があって，「成佛」するのである。日本人
の考える「成佛」は仏教で構想された「成佛」と次元を異にする。
動物と植物を区別しない日本の世界観は，自ら動く動物と自ら動く植物を区別す
る仏教の世界観と相容れないものであり，日本の文化を考える際に非常に重要な点
である。日本人の基本的考えの中に，万物に魂（たま）が宿るという原則がある。
植物に対する日本人の態度にこの原則が強く反映されているらしい。「佛」という同
『三國傳記』で語られるシビ王の話
－３０１－
じ漢字を使っても，中国と日本は背景となる文化が根本的に違うようである。日本
の文献を研究する際に注意しなければならないことである。
こ いずみおさむ
１３９）〔景戒，〕『日本霊異記』，小泉道（校注），『新潮日本古典集成』６７，東京，１９８４，
ひとくに う おそ
p.２４，〔上巻，序〕：なにぞ，唯し他國の傳をのみ愼見て，自土の奇事を信け恐りざら
むや（どうして，ただ外国の伝えばかり恐れ慎んで，わが国の不思議な出来事を信
じ恐れないでよかろうか）。
cf. loc. cit.,注１０：〔「奇事」の意味は〕不思議な出来事。「奇」はアヤシ・メヅラシ。
１４０）『三國傳記』の編纂に際して，日本で受け入れられ日本人に親しまれた形で，中
国の話を取り入れることが多いという（池上，『修験の道』，pp.４２―４３）。インドの話
についても同じことが言えるのではあるまいか。『三國傳記』に採られたシビ王の話
は，先行文献に見られる話とあまりにも違う。中国文献はもとより先行する日本文
献も，参考にしたとは思えないのである。「漢字郎」の話と同じように，「梵語坊」
の話も「日本的に消化された後の」（ibid., p.４３）ものであったのかも知れない。
１４１）「山林に住んで，偽って仏法を説くこと」を古代の日本政府は厳しく禁じていた
が（７１８年の太政官符），後には認めるようになった（７７０年の勅）。それどころか，
「一旦事ある場合には，山林の浄行者たちは宮廷や官大寺に招致され，祈願その他に
従事せしめられた」（薗田香融，「古代仏教における山林修行とその意義」，『南都仏
教』４．奈良，１９５７，p.４５）。
１４２）池上は『三國傳記』が成立した背景に修験が関わっていた可能性を予想し，採ら
れた話を数多く研究して，修験との関係を検証しようとしている（池上，『修験の道』，
pp.１８５―２４０，第六章 修験の道 ―湖東から湖北へ）。玄棟と修験の関わりについては，
池上が次のように言っている。
玄棟自身はどうであれ，善勝寺と修験とは無関係ではなかったと思うし，
その情報は必ずや玄棟の耳目にも親しく触れていたであろうと想像する。も
ひ ら
ともと天台宗系の比良修験に根差した湖東修験は，天台密教の教義と深く結
おくのしま
ばれていたし，先述のように奥島では湖東随一の学問寺であった阿弥陀寺ま
でが入山行の道筋に組み込まれていたのであって，修験と教学とを峻別する
のは不可能な状況にあったと思われる。恐らく善勝寺の近辺にも修験的なる
ものは充満していたに違いない（ibid., pp.２３７―２３８）。
１４３）池上は忘れられていた中世日本の説話集を見事に蘇らせた。『三國傳記』の玄棟
と近江の善勝寺との特別な関わりに気づき，序文の記述を他の資料で確認を取り，
伝記が残っていない作者について基本的な事柄を明らかにした。そして，この説話
集に採られた多くの話が寺院や神社の「縁起」を材料としていることに注目し，そ
の背景を調べるために近江の東部を隈無く探索した。伝承を介して近江の善勝寺が
桃山学院大学人間科学 No. 35
－３０２－
北の国に繋がっていることが分かり，調査は遥か遠い所に及ぶこともあった。
近江の善勝寺から十和田湖，播磨へさまよい来て，この作品が抱える問題
の奥深さと複雑さに圧倒されるばかりで，解明できた事項の乏しさを改めて
思い知らされるような地点で筆を置くことになるが，ここから始まる道の彼
方には恐らく，近江善勝寺，天台記家，湖東修験等々の問題を手掛かりとし
て，限りなくローカルな視点を必要としつつも，決して一地方の問題や一宗，
一教学の問題として矮小化してはならない，おおげさに言えば日本文化の基
層を探り直すような道筋が広がっていると予感している（池上，『修験の道』，
pp.２８４―２８５）。
『三國傳記』で語られるシビ王の話
－３０３－
